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これまでの学習の集大成と

して、高度な専門知識と実践
的な臨床能力を統合し、国家
試験に合格できる実力を養う。
理学療法士として臨床現場

で貢献できる即戦力となるこ
とを最終的な目標とする。

1年生で習得した基礎知識
を基盤として、理学療法の専
門分野における知識を深化さ
せ、多様な疾患の特徴やそれ
に対する評価・治療原理、お
よび関連する医学知識を習得
する。

理学療法士として必
要な基礎的な知識と多
岐にわたる専門分野の
導入を学ぶ。

DP2. 
医学知識を修得し、論理的思考
に基づいた理学療法（評価・治
療）が実践できる

DP3. 
現場で適切な対人関係を築き、患者
さんや利用者さんなど他者の身体に
触れる専門職としての倫理観を有し
ている

DP4. 
自己研鑽に努め、得た知識や経験
を適切に共有することができる

DP1. 
理学療法士として必要な
基礎知識を修得している

DP5. 
臨床現場で求められる基礎的実践
能力を備えている
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DP6.
自律心を有している
１．自己研鑽を継続できる
２．自主的に行動が起こせる
３．自信をもって業務に臨める
４．自己マネジメントすることで
課題を明確にできる

DP7. 
忍耐力を有している
１．職務に責任感を持って臨むこ
とができる
２．他者に寄り添って思いやりの
ある行動ができる

DP8. 
協調性を有している
１．他者と協働できる
２．他人を敬い、謙虚な態度で接する
ことができる
３．自己解決できない時、周囲に頼る
ことができる
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